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・仲哀天皇の妃は神功皇后
・神功皇后は卑弥呼と重なる
・神功皇后は壱与と重なる
・卑弥呼は天照大神と重なる
・壱与は豊受大神と重なる

以上を受けると、天照大神と大国主による国
譲り神話が創出される。
又、仲哀天皇を崩御させてから１０月１０日前
に応神天皇が生れた事で、暗に、伊都国系
の血筋が絶った事を示唆しています。

倭（国）王の称号は中国から認められた正当なもので、「奴国系倭（国）」最後の国王である大国主命が、称号を譲渡する
事で、大和倭（国）王が正当な国王になったと対外的にも訴える事が出来るようになった。
大和朝廷の正当性を主張する為に「国譲り」は神武東征以前の出来事として繰り上げされ、「奴国系倭（国）王」の実績は
葦原中国を開発し治めたと表現されています。
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